


檄しさと辛辣さの混きったロスの演技はとうてい忘れられない。ーマキシム詰

アンガーとルッソの見事な助演。ロスの傷ついた演技は非常に辛辣で説得力
があり、主人公の人生を表現するには台詞が必要ないほどだ。ーフィルム・ガイド

この映画はスコセッシの切期の作品や最近のインディーズに通じる社会のは

み出し者たちの雰1!11気が出ている。 ーザ・リスト

生きていくことの意昧を語るインディーズ・ムービーの佳作。
好景気に沸くアメリカ、その影で時代に取り残されたニューヨークのスタッテン島、そこに住む白人の大多数は貧民層の人々である。貧しい環境の

中で、ある者はアルコールに溺れ、若者は麻薬に走り、希望という言葉さえも無くした人たちが毎日を虚しく過ごしている。そんな環境の中を舞台に、

一人の青年を通して、家族の絆、夫婦、兄弟愛と忠誠心の難しさを描き、悲劇的な結末になろうとも現実を直視することで、人間性を失わずに生きて

いくことの大切さを描いた作品が「孤独の絆」である。主演を演じるのは、その演技力に定評がある「世界中がアイ・ラブ・ユー」「グリッド・ロソク」の

ティム・ロス。脚本を読んでたっての希望で本作に出演したほど、素晴らしい演技を見せている。共演は「クラッシュ」「ゲーム」と話題作に連続出演

のデボラ・カラ・アンガー、「コットン・クラブ」「バッド・ガールズ」のジェームズ・ルッソ、監督はマーティン・スコセッシらニューヨーク派の伝統を引き継

ぐ新鋭バディ・ジョヴィナッツォが、魂を揺れ動かす演出で撮り上げている。

ストーリー
兄の殺人の罪を被り、 6年間の服役を終えて故郷に帰ってきた青年ジョーイ（ティム・ロス）。

だが、その古びた街は全て変わっていた。母親は死に、兄トミー（ジェームズ・ルッソ）は結婚し、

義姉ロレイン（デボラ・カラ・アンガー）は刑務所から出てきた彼を冷たく迎える。そして愛して

いた恋人も結婚し、仲の良かった友達もこの街を去り、彼は本当の孤独になった。それでも心

が優しく子供の頃のアクシデントで少し頭の回転が遅いジョーイの姿に、次第に義姉も心を通

わせていく。だが、兄のマリファナの密売によるトラブルで、彼らは悲劇的な結末を迎える…。
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